
地域講演会「考える、土砂災害」
～自主防災力を高めるために～

Vol.７ in 田辺市

の開催について

令和３年１２月２４日

資 料 提 供

紀伊半島大水害を契機として、和歌山県土砂災害啓発センターが平成２８年
４月にオープンしました。

当センターは、過去の災害の記録を後世に伝えるとともに、土砂災害に関す
る調査・研究の拠点となっています。

当センターの活動の一環として、地域住民の皆様が土砂災害について考え、
いざというときに安全かつ迅速な避難に役立てていただくことを目的として、
県内各地で講演会を開催しています。

今回、第７回目については田辺市で開催します。

１ 日 時： 令和４年２月５日（土）1３時３０分から1５時40分

２ 場 所： 和歌山県立情報交流センター ビッグ・ユー 多目的ホール
（和歌山県田辺市新庄町3353-9）

３ 定 員： １００名 参加費無料（要事前申込、先着順）

４ 申込期限：令和４年２月１日（火）
（申込方法は別添チラシをご参照ください。）

５ プログラム：
・開会
・講演

自主防災力を高めるために
砂防ボランティア全国連絡協議会 会長 亀江幸二 氏

田辺市における大規模土砂災害に関する研究活動
大規模土砂災害対策技術センター 主任研究官 木下篤彦 氏

・質疑応答
・閉会

６ 主 催： 和歌山県、和歌山県砂防ボランティア協会
協 力： 国土交通省 近畿地方整備局 大規模土砂災害対策技術センター

田辺市

７ その他： 新型コロナウィルス感染症の影響を考慮し、開催中止や開催内容
等を変更する可能性もございますので、ご了承ください。

問い合わせ先

担当課 担当者 電話

砂防課 大橋、戎 073-441-3172

土砂災害啓発センター 坂口、宮﨑 0735-29-7532

参 考



主 催 ：和歌山県、和歌山県砂防ボランティア協会

協 力 ：国土交通省近畿地方整備局大規模土砂災害対策技術センター、田辺市

お問合せ先：和歌山県土砂災害啓発センター

TEL：0735-29-7532

FAX：0735-29-7534

・ 自主防災力を高めるために
砂防ボランティア全国連絡協議会 会長 亀江幸二 氏

（プロフィール）
元国土交通省河川局砂防部長、元国際協力機構専門家（ネパール王国派遣）、元新潟県

砂防課長などを歴任。国内外の砂防に関する深い造詣を持つ有識者。

・ 田辺市における大規模土砂災害に関する研究活動
大規模土砂災害対策技術センター 主任研究官 木下篤彦 氏

（プロフィール）
国土交通省近畿地方整備局が平成26年度に設置した大規模土砂災害対策技術センターに

所属。 平成23年紀伊半島大水害で大規模な災害を経験した那智勝浦町を活動の拠点とし
て、大規模土砂災害に対する調査研究・技術開発を推進している。

写真：平成23年台風12号紀伊半島
大水害 田辺市熊野地区
【提供：国土交通省近畿地方整備局】

※新型コロナウィルス感染症の影響を考慮し、開催中止や開催内容等を変更する可能性もございますの
で、ご了承ください。



申込方法

申 込 書

（ふりがな）

名 前 住 所 電話番号

「名前」 「住所」 「連絡先（電話番号）」を電話又は
Ｅメールでお申し込みいただくか、下記の申込書にご記
入の上、ＦＡＸ又は郵送でお申し込みください。

申込先

和歌山県土砂災害啓発センター
〒649-5302
和歌山県東牟婁郡那智勝浦町大字市野々3027-6
ＴＥＬ 0735-29-7532 ＦＡＸ0735-29-7534
Ｅメール e0806041@pref.wakayama.lg.jp

その他
お預かりした個人情報については、当センターで責

任を持って管理し、本講演会のみに使用させていた
だきます。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため 、手指消毒、検温（※当日発熱
などの症状がみられる場合は参加をご遠慮いただく場合がございます）を実施
いたします。また 、マスク の着用をお願いします。
なお、新型コロナウイルスの感染者が発生した場合、感染拡大防止を理由に、
事務局より参加者の個人情報を調査機関に提供すること、他の参加者に感染者
の発生を連絡することをご了承ください。


